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○
農
地
の
利
用
状
況
調
査
等

○
必
要
に
応
じ
総
会
に
出
席
し
意

見
を
述
べ
る

◆
募
集
人
数

15
人
（
茂
原
地
区
１
人
、
東
郷

地
区
３
人
、
豊
田
地
区
１
人
、
二

宮
地
区
１
人
、
五
郷
地
区
２
人
、

鶴
枝
地
区
２
人
、
本
納
地
区
２

人
、
新
治
地
区
１
人
、
豊
岡
地
区

２
人
）

◆
応
募
方
法

茂
原
市
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
候
補
者
推
薦
書
（
個
人
推
薦

用
ま
た
は
法
人
・
団
体
推
薦
用
）、

同
応
募
書
の
い
ず
れ
か
を
農
業
委

員
会
事
務
局
へ
提
出
。

◆
報
酬

月
額
３
万
８
８
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
３
０
、Ｆ
⒇
１
６
０
４
へ
。

し
そ
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
者

◆
主
な
職
務
内
容

○
毎
月
の
総
会
に
出
席
し
、
農
地

の
権
利
移
動
等
の
許
認
可
お
よ

び
農
地
転
用
許
可
に
係
る
意
見

等
の
決
定
等

○
農
地
利
用
集
積
の
推
進

○
農
地
法
に
基
づ
く
申
請
に
係
る

調
査
等

○
遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
た
調

整
等

◆
募
集
人
数

14
人
（
う
ち
１
人
以
上
は
農
業

経
営
を
行
っ
て
い
な
い
者
）

◆
応
募
方
法

茂
原
市
農
業
委
員
会
委
員
候
補

者
推
薦
書
（
個
人
推
薦
用
ま
た
は

法
人
・
団
体
推
薦
用
）、
同
応
募

書
の
い
ず
れ
か
を
農
政
課
へ
提
出
。

◆
報
酬

月
額
４
万
６
千
円

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

◆
募
集
す
る
人
材

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推

進
に
熱
意
と
識
見
を
有
す
る
者

◆
主
な
職
務
内
容

○
農
地
利
用
集
積
の
推
進

○
遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
た
調

整
等

協働のまちづくり推進事業にご参加ください
市では、まちづくり条例に基づく市民参加・市民協働のまちづくりを推進するため、市民活動団

体・地域まちづくり協議会の支援や協働提案事業など、さまざまな取り組みを進めています。
皆さんお誘い合わせの上、ご参加ください。

①協働のまちづくり推進懇話会委員を公募

◆職務内容　協働によるまちづくりの推進に関すること
　　　　　　協働によるまちづくりの実施状況に関すること
◆会　　議　年１回程度
◆応募資格　市内在住・在勤18歳以上の方（高校生除く）で、

まちづくりに関心をお持ちの方
◆定　　員　４人（応募多数の場合は書類選考あり）
◆謝　　礼　要綱に基づき支出
◆申込方法　郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号、応募

動機（200～400字程度）を記入し、郵送、持参、
ＦＡＸまたはメールで申し込み

◆申込締切　３月２日㊎

③市民活動団体からの協働提案事業を実施
　　～茂原の農業と消費者をつなぐシンポジウム～

◆日　　時　２月25日㊐　13時～16時（受付12時30分～）　
◆内　　容　基調講演（食文化研究家　向

むかさ

笠千
ち え こ

恵子氏）、
　　　　　　パネルディスカッションほか
◆場　　所　総合市民センター４階大ホール
◆実施団体　まちづくり茂原市民ネット、農政課
◆定　　員　150人（申込順）

②地域まちづくり協議会設立支援講
座（第３回）を開催

◆日　　時　２月18日㊐ 14時～16時30分
◆場　　所　市民体育館
　　　　　　第１・第２会議室
◆講　　師　庄

しょうじまたかひろ

嶋孝広氏
　　　　　　（市民社会パートナーズ代表）
◆対　　象　地域におけるまちづくりに取

り組んでいる方および関心を
お持ちの方

◆定　　員　100人（申込順）※参加費無料
◆申込締切　２月16日㊎

① ②のお申し込み・お問い合わせは、
生活課（２階）　
〒297-8511 茂原市道表1番地
　Ｍseikatu@city.mobara.chiba.jp
　☎（20）1505、Ｆ（20）1600へ。

③のお申し込みは、農政課（６階）
　☎（20）1526、Ｆ（20）1604へ。


